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はじめに
　放射性セシウム（134Cs、137Cs）および放射性ス

トロンチウム（90Sr）は、公衆被ばくに関わる人

工放射性核種として重要です。過去には、核実験

やチェルノブイリ原発事故にともなってこれらが

大気へ放出され、地球規模の汚染がもたらされま

した。しかし近年では一般に、比較的寿命の長い
137Csと90Srが、大気や土壌・農作物からごく微

量に検出されるだけで、2011年3月に福島第一原

発事故が起きるまで、環境中の人工放射性核種は

ほとんど問題視されていませんでした。原発事故

の発生を受け、今回の農業環境シンポジウムでは、

これらの核種の大気からの降下と、それによる土

壌への影響について解説しました。

大気圏内核実験（1940年代～1980年代初頭）の影響
　世界的に見ると、現在土壌に蓄積されている人

工放射性核種の大部分は、1940年代から80年代

初頭にかけてアメリカや旧ソビエト連邦などが実

施した、大気圏内核実験に由来しています。世界

最初の核実験が1945年7月にアメリカにおいて実

施されて以来、世界の各地で約2000回の実験が行

われました。うち約500回は大気圏内で実施され

たため、核実験場の周辺において深刻な放射能汚

染や被ばくを生じるとともに、世界的な影響をも

たらしました。

　こうした動向を背景に、日本では1950年代よ

り放射性降下物（フォールアウト）の調査が本格的

に開始されました（図1）。大気圏内核実験の回数は

1961年から62年にかけてもっとも多く、137Csと
90Srの大気降下量は、少し遅れて63年に最大とな

りました。気象庁の観測結果によると、63年6月

に月間降下量が最大値（137Cs約550Bq/m2、90Sr

約170Bq/m2）を示したとのことです。

　大気から地表に降下した核実験由来の137Csと
90Srの一部は、土壌に残留しました。文部科学省

の「環境放射線データベース」によると、1980年代

前半の日本における草地土壌中の蓄積量は、137Cs

では2kBq/m2程度、90Srでは1kBq/m2程度でした。
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図1　大気圏内核実験の回数、爆発力の推定値、および日本における137Csと90Srの降下量の推移（駒村ら、2006）
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チェルノブイリ原発事故（1986年4月）の影響
　中国が最後の大気圏内核実験を1980年に実施し

たのち、人工放射性核種の大気降下量は減少し続

けました。しかし1986年4月に旧ソビエト連邦（現

ウクライナ）のチェルノブイリ原子力発電所におい

て、放射性物質の多量放出をともなう重大事故が

発生し、多くの作業員が放射線障害のため死亡す

る事態となりました。またウクライナやロシア、

ベラルーシの住民に甲状腺がんの多発が報告され

ていて、これは事故時に放出された放射性ヨウ素

（131I）の影響と考えられています。大気中の人工放

射性核種の濃度上昇は日本でも観測され、137Csに

ついては一時的に1960年代と同等の水準まで降

下量が増大しました（図1）。しかしチェルノブイリ

事故時に大気へ放出された放射性物質の大部分は

対流圏内に留まっていたため、大気中の濃度は約

1ヶ月の半減時間で速やかに低下しました。この

事故による日本の土壌への放射性セシウムおよび
90Srの残留は少なく、数百Bq/m2以下の水準と考

えられます。

黄砂による137Csの輸送
　1987年以後、大気中の人工放射性核種は減少し

続け、1990年代にはほぼなくなったとみられて

いました。しかし日本では2000年代になっても
137Csの降下が観測されていて、春季に降下量が多

いという傾向が表れていました。この現象は当初、

中国西部の核実験場から飛来する汚染された砂塵

（黄砂）によるものと考えられました。

　（独）農業環境技術研究所ではこの現象を解明す

るため、広域気象データを使用

して黄砂の発生頻度分布を推

定しました。その結果、近年

の砂塵発生域は中国北部からモ

ンゴルにかけての草原や畑地で

した。また発生域の中心部であ

る中国北部の草原地帯で土壌を

採取し分析したところ、表土

の137Cs濃 度 は5.5～86Bq/kg

で、中国の核実験場に近いタ

クラマカン砂漠の土壌（5.01

～31.5Bq/kg）や日本の畑地土

壌より高い水準でした（図2）。これらのことから、
137Csを含む黄砂のおもな供給源は大陸の草原地帯

であると推定されました。

　黄砂由来の137Csは、大気化学など様々な研究分

野において最近注目されています。しかしその降

下量は年間数Bq/m2以下と非常に小さく、土壌へ

の残留や公衆被ばくへの寄与は、ほぼ無視できま

す。

福島第一原発事故（2011年3月）の影響
　東京電力福島第一原子力発電所の事故によって

多量の人工放射性物質が大気中へ放出され、それ

による土壌汚染が深刻な問題となっています。農

環研がある茨城県南地域でも、原発から150km程

度離れているにも関わらず、土壌中に50kBq/m2

を超える放射性セシウムの蓄積が認められます。

当研究所が独自に実施した調査の結果、この蓄積

の大部分は3月21日から22日にかけての降雨に

ともなう降下に起因すると判明しました。また降

下した放射性セシウムの大部分が、農耕地の場合

は地表から数cm以内の表土に、林地の場合は地表

を被覆する落葉に残留していました。

　事故から半年以上が経過し、放射性核種の詳細

な分布や土壌中の動きが解明されつつありますが、

土壌汚染問題の解決へつながる道筋は、まだ明確

ではありません。その可能性を見出すために、さ

らなる研究や対策技術の開発が必要とされていま

す。

図2　大陸草原地域における砂塵発生頻度分布（2002年3月※）および表土中の137Cs濃度
※この月、日本の複数値で、チェルノブイリ原発事故以来最大となる137Cs大気降下量が記録されました
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